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⽊質バイオ発電とは何か？ それは環境にやさしいか？ 
 
⽇本製紙のホームページを⾒ましたが、ニュースに関する項
⽬は⾒当たりませんでした。関連する項⽬として、北海道で計
画の⽊質バイオ燃料発電所に関する記事がありました。 
 
勇払（北海道）バイオマス専焼発電事業について 
〜⽇本製紙・勇払事業所の敷地内で、再⽣可能エネルギー普及
拡⼤へ〜 
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⽇本製紙株式会社 
 
⽇本製紙株式会社は、双⽇株式会社と共同で、発電事業会社
「勇払エネルギーセンター合同会社」を設⽴し、再⽣可能エネ
ルギー固定価格買取制度（FIT）を利⽤したバイオマス専焼発
電事業を⾏うことで合意しました。 
 
勇払エネルギーセンターは、当社北海道⼯場勇払事業所（北海
道苫⼩牧市）の敷地の⼀部を利⽤して発電設備を設置する計
画で、2020 年 3 ⽉に着⼯し、2023 年 1 ⽉の運転開始を予定
しています。燃料は、主に海外から調達する燃料⽤⽊質チップ
と PKS（Palm Kernel Shell、パームヤシ殻）のほか、国内の未
利⽤材を使⽤します。発電設備の運転および保守は当社が受
託し、電⼒は北海道電⼒株式会社に販売する予定です。 
 
 
北海道の発電所はバイオ燃料 100％ですが、その多くを海外
から調達となっています。岩国の発電所も燃料の 100%を⽊質
で賄うとしていますが、その内訳は現在不明です。北海道と同じであれば、その多くを輸⼊
に頼ることになります。 
 
国内資源を有効に利⽤してこそ「環境にやさしい」と⾔えると思うのですが。「温暖化ガス
排出権購⼊」制度がありますが、本件はこれの変形と考えられます。 


